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台風 30 号による子どもの被災者は 500 万人を超えると言われ、多くの子どもたちが精神的なショックを

受け心に大きな傷を負っています。国際 NGO チャイルド・ファンドは、カウンセリングやグループ活動、遊び

を通して子どものこころの傷を癒すチャイルド・センタード・スペースを設置し、被災した子どもたちを守るため

の支援を開始しました。 

 

今回の台風では、自分の暮らす地域全体が被災し、自身の家を

失った子どもも多くいます。強烈な暴風雨や高潮によって家屋が破

壊される光景を目の当たりにした子どもは、精神的なショックを受け、

心に大きな傷を負っています。緊急支援物資の配布等と同様に、

子どもたちのこころのケアが重要な課題となっています。 

子どもを中心とした支援を行うチャイルド・ファンドは、子どもたちのこ

ころのケアを目的としたチャイルド・センタード・スペースの設置・運営

を実施しています。子どもたちが安心して過ごせる環境を整え、心

理的ストレスを緩和します。 

また、被害を受けた学校の校長は、台風で悲しい経験をした生徒

の回復に向けてサポートできるよう、チャイルド・ファンドに「こころのケア」の支援を依頼しました。チャイルド・ファンドは地域

の組織・ネットワークと協働して、専門家による心理社会的なケアが実施できるよう、準備を進めています。 

チャイルド・ファンド・ジャパンは、フィリピン台風 30 号被災者への緊急・復興支援を実施するために、広く緊急募金のご

協力を呼びかけています。 

 

支援地域 レイテ島、サマール島、セブ島、パナイ島、ネグロス島の 12 の地域 （タクロバン、オルモック、イロイロ、ロハス、ネグ

ロスオクシデンタル、セブ北部、アクラン、アンティーケ、パロ、タナアン、タロサ、ビリラン） 

支援対象 台風 30号の被害を受けた約 12,000世帯、約 60,000人 

支援内容 【緊急支援】食料の配給、日用品の配給、チャイルド・センタード・スペースの設置・運営、医療支援 

支援規模 3億円 

実施期間 2013年 11月 11日～ 

 

【フィリピン台風緊急募金】国際NGO チャイルド・ファンドが 

被災した子どもたちを守るための支援を開始 
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チャイルド・ファンド・ジャパンは、1975年から、アジアを中心に貧困の中で暮らす子どもの健やかな成長、家族と地域の

自立を目指した活動をしています。 

 

 

 

 

 

【活動している国】 

フィリピン、ネパール、スリランカ 

 

【活動内容】 

スポンサーシップ・プログラム（子どもの支援） 

現地の子どものひとりを日本の支援者のひとりが学校へ通えるように支援するという一対一のつながりを通して、子どもの

成長や家族の生活改善、住民主体の組織づくりを支援します。昨年度は 4,798名の子どもを支援しました。 

 

支援プロジェクト（プロジェクトの支援） 

貧困に起因する様々な問題の中で、特定の開発課題に応える支援事業です。地域医療や母子保健、貧困層の収入

向上、栄養改善、少数民族支援などの課題に取り組んでいます。現在、２件のプロジェクトを実施しております。 

 

緊急・復興支援事業 

台風や地震などの自然災害の被災者や、地域紛争による避難民を支援する事業です。 

・東日本大震災 2011年 3月 17日より、緊急支援物資の提供などの活動を開始。約 2年にわたり、拠点を構える

岩手県大船渡市を中心に仮設住宅団地のコミュニティ形成プロジェクトや、子どもの生活充実プロジェクト、子どものこ

ころのケアとグリーフワークプロジェクト等に取り組みました。 

・フィリピン巨大台風 30号「ハイエン」による緊急支援プロジェクト 2013年 11月 08日にフィリピン中部を襲った巨大

台風 30号による被災者への家屋が全壊・部分損壊した世帯への建設支援や、食糧配布等の緊急・復興支援を

行っています （現在、進行中） 

 

【歴史】 

第二次世界大戦後、アメリカの民間団体 CCF (Christian Children’s Fund：キリスト教児童基金)が日本の戦災

孤児への支援を始め、この支援の受け入れ母体としてチャイルド・ファンド・ジャパンの前身が設立されました。CCFは延べ

86,000名の日本の子どもを支援し、活動を終了しました。CCFから日本に受けた恩恵を、日本から支援を必要として

いるアジアの国々へ返そうと、チャイルド・ファンド・ジャパンは38年間杉並区善福寺を拠点に、国際協力活動を続けてき

ました。 

【寄付金控除】 

チャイルド・ファンド・ジャパンは国税庁長官が「認定 NPO法人」として認定している約 265団体のひとつです(2013年

1月現在)。皆様からの支援金は寄付金控除の対象となり、税制上の優遇措置を受けられます。 

 

※チャイルド・ファンド・ジャパンは特定の宗教や政治団体とは一切関係ありません。 
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